
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒９０５－００１１ 沖縄県名護市宮里４４７－２０ 丸平第２アパート１０２号 TEL０９８－０５４－８５５５ Eメール nago.kyodoc@bird.ocn.ne.jp 
郵便振込口座番号０１７１０－０－１６６２２１ 加入者名・新基地建設反対名護共同センター          ２０２５・７・１1 ４６５号  （部内資料） 

  

  

ジュゴンの住む辺野古の海で「海のおまつり」 

日米核戦略の最前線核疑惑「辺野古新弾薬庫」を米軍に提供 
  防衛省沖縄防衛局は、辺野古弾薬

庫での「再編・拡張」計画について、完成

した新弾薬庫（４棟）の米軍への提供を

「すべての手続きを完了、米軍は運用を

開始」と明かした。４月初めの取材。 

 新弾薬庫は、普天間基地の「移設」を

理由に４１棟のうち１３棟を解体し、「遮へ

い壁と武器組み立て区域を含む１２の新

弾薬庫に建て替え」。 

 国防総省の核兵器マニュアルなどの公

開資料、防衛省、海兵隊司令部への独

自取材で「核貯蔵庫」疑惑が強まってい

る（写真）。経費は全て日本負担だ。海

兵隊文書には核の文字はない。だが防

六
月
二
八
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
七
月
二
〇

投
開
票
の
参
院
選
沖
縄
選
挙
区
に
出
馬
予
定
の

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
推
す
無
所
属
新
人
で
沖
縄

大
学
教
授
の
高
良
沙
哉
（
タ
カ
ラ
さ
ち
か
）
氏
（
四

六
）
の
総
決
起
大
会
が
豊
見
城
市
の
沖
縄
空
手
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。 

高
良
さ
ん
は
、
低
い
県
民
所
得
や
物
価
高
と
い
っ

た
課
題
の
解
決
が
必
要
だ
と
し
、
「
生
活
者
が
後
回

し
に
さ
れ
な
い
政
治
を
実
現
す
る
」と
語
っ
た
。 

最
も
訴
え
た
い
事
と
し
て
、
「
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
な
改
定
」
を
強
調
。
米
軍
人
ら
に
よ
る
性

暴
力
や
凶
悪
犯
罪
が
や
ま
な
い
現
状
に
、
「
い
つ
ま

で
理
不
尽
な
環
境
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
」
と
問
題
視
し
、
国
内
法
を
「
基
地
の
中
に

適
用
し
て
い
く
。
主
権
国
家
と
し
て
当
然
の
要
求

だ
」と
語
っ
た
。 

激
励
に
駆
け
つ
け
た
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
「
生

き
る
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
政
治
が
大
事
に
し
て
い

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
高
良
さ
ん
が
沖
縄
か
ら
国

会
に
飛
び
込
む
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
た
。 

高
良
さ
ん
は
、
選
挙
戦
の
中
で
、
手
取
り
十
一
万

円
増
え
る
消
費
税
減
税
、
産
業
振
興
に
公
共
交
通

整
備
、
辺
野
古
新
基
地
反
対
、
歴
史
の
歪
曲
を
許

さ
な
い
西
田
発
言
に
抗
議
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
実
現
、
裏
金
政
治
に
サ
ヨ

ナ
ラ
し
て
噓
の
な
い
真
っ
直
ぐ
な
政
治
の
実
現
を
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。 

   
 

「生
き
る
」
を
政
治
の
真
ん
中
に
！ 

衛省の入札資料の「電動扉 高さ 6 ㍍以

上 幅 5 ㍍以上」の文字は米国の大規模

核貯蔵庫（ワシントン州シアトル）に同サイ

ズの施設。 地下式核貯蔵庫から、隣接

する戦略原潜基地に核弾道ミサイルを届

ける大型トレーラーの専用通路だ。（写真） 

 辺野古新基地には長さ２２０㍍の岸

壁を計画。新弾薬庫の大型扉が開き、核

ミサイルを積んだトレーラーが岸壁に

向かうシーンは〝 恐怖〟だ。 核疑

惑弾薬庫の運用開始を境にした非核三

原則無力化。〝日本への核持ち込み日

米連携プレー〟が眼を引く。 

 ３月２４日、非核証明の提出が必要な

「非核神戸方式」の神戸港で、米海軍が

同書類の未提出のまま掃海艦を寄港させ

た。６月２日には笹川財団（創設者は元

CIA 協力者）が非核三原則の「持ち込ま

せず」を削除し、米核兵器の持ち込みと

共有の推進を記者会見。   

山本 眞直 （ジャーナリスト） 

 

憲法の研究者から実践家へオール沖縄「タカラさちか」総決起大会 

 

六
月
二
八
日
「
海
の
お
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
（
ヘ
リ
基
地
反

対
協
海
上
行
動
チ
ー
ム
主
催
）
カ
ヌ
ー
十
七
艇
、
船
六
隻
、
約
五

〇
名
が
大
浦
湾
の
工
事
現
場
前
の
海
上
に
集
い
、
こ
の
海
と
生
き

も
の
た
ち
へ
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。
瀬
嵩
の
浜
に
も
六
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
通
り
雨
が
去
っ
て
快
晴
。
金
井
船
長
の
慰
霊
の
こ
と
ば
と
鐘
で
お

ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。
大
阪
出
身
、
名
護
在
住
の
Ｓ
ｈ
Ｉ
ｈ
Ｏ
さ
ん

は
ギ
タ
ー
を
爪
弾
き
な
が
ら
、
「
中
国
と
日
本
の
間
に
は
何
が
あ

る
？
海
が
あ
る
・・・海
の
中
に
は
魚
が
い
て
・・・」と
歌
い
だ
し
た
。 

 

「
臨
時
制
限
区
域
内
へ
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
止
め
な
い
警
備
艇
に
「
海
は
海
の
も
の
で
す
」
と
一
言
。  

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
「
フ
ェ
ン
ス
」
そ
し
て
「
平
和
の
琉
歌
」
「
月
桃
」
を

語
る
よ
う
に
歌
い
あ
げ
た
。
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
か
ら
は
、
こ
の
海
へ
の

愛
と
感
謝
、
そ
し
て
海
が
壊
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
へ
の
葛
藤
や

悲
し
み
が
語
ら
れ
、
尹
東
柱
の
詩
の
朗
読
、
そ
れ
に
続
き
、
在
日

コ
リ
ア
ン
三
世
の
メ
ン
バ
ー
が
・
・
・
私
た
ち
の
愛
で
暗
い
所
へ
手
を

延
ば
し
明
か
り
を
与
え
よ
う
・
・
・
韓
国
の
「
ひ
ま
わ
り
」
と
い
う
歌

を
歌
っ
た
。
北
谷
町
出
身
の
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
儀
保
貴
子
さ
ん

は
、
サ
ン
ゴ
を
想
い
作
っ
た
「
Ｃ
Ｏ
ｒ
ａ
ｌ
ｓ
」
、
そ
し
て
、
分
断
を
乗

り
越
え
る
・・
・み
ん
な
が
思
う
目
標
（例
え
ば
平
和
）
は
同
じ
だ
か

ら
一
緒
に
行
こ
う
よ
、
君
と
僕
は
（
（
意
見
な
ど
）
ち
が
っ
て
も
大

し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
、
地
球
は
ひ
と
つ
だ
よ
・
・
・
「
虹
の
果
て
」
と

い
う
歌
を
届
け
ま
し
た
。
船
や
カ
ヌ
ー
か
ら
虹
の
旗
が
揺
れ
た
。 

 

海
上
行
動
チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
、
ま
た
志
な
か

ば
で
旅
立
っ
た
仲
間
た
ち
の
想
い
の
分
も
こ
れ
か
ら
も
海
で
闘
っ
て

行
く
。  

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（（海
上
行
動
チ
ー
ム
・
牧
瀬
茜
） 

平
和
を
世
界
と
繋
が
る
水
平
線
へ 


